愛媛県公衆衛生獣医師として“One Health”の視野に立った取組み : ヒトのSFTSV抗体調査・薬剤耐性調査を中心に by 木村 俊也 & 四宮 博人
























































は 15.2 ～ 70.2％（平均 38.0％）であった。一方、動
物のSFTSV抗体陽性率はイノシシ 25％、シカ 20％、
飼犬（野外飼育）9％、野良犬 14％であった（Journalof 
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virus』と命名した（Virus Research 249(2018)57–65）。
なお、野ネズミ 50匹すべてSFTSV抗体陰性であっ
た。③ : Corynebacterium ulceransの検出率はイヌ












率は肉用牛 3.8％、病牛 8.0％、肉用豚 0％、肉用鶏
43.6％、廃鶏 0％、と畜従事者 7.1％、食鳥処理従事
者 16.7％であった。⑥ : レジオネラ属菌の遺伝子検出
率は 78.6％、培養法では 20.7％であった。菌濃度は
平均値 420 CFU/100ml、最大値 1.2× 105CFU/100ml
であった。
【おわりに】
これまでの取組みとその結果について、研修会や
学会等での報告、本県の医師会報及び獣医師会報へ
の掲載、畜産部局へのフィードバックなど関係者と
の連携・情報共有を図っている。なお、②・③・④
の調査は現在も継続中である。引き続き、公衆衛生
獣医師として “One Health”の視野に立ち人獣共通感
染症及び薬剤耐性問題などに取り組んでまいりたい。
